
（案）

「一人ひとりが主役の国づくり」が延岡から始まる。
－延岡市スーパーシティ構想－

デジタル化とは「一人ひとりが主役」の時代をつくること

延岡市民一人ひとりが、自分の個性や暮らしを大切にしながら、住み慣れた自宅で100年安心して暮らせる

そのようなまちづくりを延岡市は目指すとともに、我が国全体にその動きを拡げることに貢献したいと考えています。

ビジョン

資料１



対象区域の概況
（宮崎県延岡市全域）

別紙

『住み慣れた自宅で１００年安心して暮らせるまち』を目指します。

１．一人ひとりに合った、効果的な健康づくりと地域包括ケアシステムの構築

２．一人ひとりに合った、効果的なモビリティサービスの展開

３．一人ひとりが自ら行動する、効果的な防災対策の推進

４．一人ひとりの能力や個性を大切にする教育の推進

５．一人ひとりのライフスタイルに合った行政サービスの展開

「一人ひとりが主役」の取り組みを進めることにより 延岡の特色を活かすことにより

「一人ひとりが主役の国づくり」が延岡から始まる。
延岡市の「スーパーシティ構想」のコンセプト

全国展開の下地作りに貢献します。

支払い
（地域ポイント）

ヘルスケア 移 動 物 流

安心・安全
（見守り）

防 災 教 育 行 政

先端的サービスの提供を想定している分野

※ 想定していない分野についての
アイデア・提案の応募も歓迎しています。

６．地域内で
完結できる
経済循環
システム
の構築

７．DX推進拠点
（本年秋整備完了予定）

を中心とした、
産学官連携・
地域人材と
外部人材との連携

人口：118,378人（R2.4.1）
面積：868㎢
特色：旭化成㈱の生産拠点

東九州の交通結節点
健康長寿のまちづくりを推進
日本の縮図
（テストベッドとしての適地）

↑ 延岡駅前に建設中の複合ビル
※ 本市のデジタル革命の拠点となる

コワーキングスペースを整備予定。



分野 支払い
（地域ポイント）

ヘルスケア 移 動 物 流 安心・安全
（見守り）

防 災 教 育 行 政

各分野で
想定される
先端的な
サービス例

 地域ポイント
による域内消
費の拡大（地
域経済循環）

 自治体版ﾏｲﾅﾎﾟ
ｲﾝﾄ制度の活用

 病気になるリ
スクなどの見
える化と個別
最適化された
提案

 PHR等による
医療・介護と
の連携

 データ分析と
活用による公
共路線バスの
利便性向上

 市内、地区内
における利便
性の高い移動
手段の確保

 貨客混載や効
率化によるさ
らなる物流の
支援

 適切な情報提
供による食品
ロスの低減

 センシングや
画像処理技術
等を活用した
高齢者や子ど
もの見守り

 安全確保のた
めの市民向け
情報の個別最
適化

 災害時におけ
るドローンの
活用

（孤立地域への支
援物資運搬等）

 5Gを活用した
先端的な質の
高い学習

 AIを活用した
個別最適化ｵﾝﾗ
ｲﾝ学習

 その他、教育
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ× ICT
による先端的
な取組

 世帯の状況に最適
化された行政手続
き情報の提供

 個別最適化された
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ等の案内

 手続きのｵﾝﾗｲﾝ化

 基幹系ﾃﾞｰﾀの高度
かつ多目的な活用

データ連携基盤（都市ＯＳ）
これまで個別に利用されてきたデータを、データ連携基盤を通して分野をまたいだ他のサービスでも、
高い情報セキュリティのもとで利用できるようにすることで、生活の利便性向上につなげていきます。

参考資料

(複数分野にまたがる形で先端的サービスを提供）

＜延岡市スーパーシティ構想 各分野のサービス例（イメージ）＞

オープンＡＰＩ

センサー等から得るデータ国等のオープンデータ民間のデータ行政のデータ

※サービスの利用で
得られたデータは
更なる利便性向上
に活用されます。


